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W129a 観測的可視化のための一般相対論的輻射輸送コードの開発
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ブラックホール周囲でのガスダイナミクスや輻射スペクトルに関する一般相対論的効果は長年にわたって議論
されてきた。例えば磁力線を介してブラックホールから回転エネルギーを抽出するBlandford-Znajekメカニズム
は相対論的ジェット駆動メカニズムの最有力候補であり、一般相対論的磁気流体力学に基づく理論およびシミュ
レーション研究が精力的に行われている。そのような理論・シミュレーション研究に基づく降着流・噴出流モデ
ルが観測と無矛盾であるかを検証するためには、一般相対論輻射輸送計算により輻射スペクトルやイメージング
を明らかにして観測データと直接比較することが必要不可欠である。
そこで我々は、モンテカルロ法に基づく一般相対論的輻射輸送コードを開発した。本コードでは、ブラックホー

ル近傍の歪んだ時空中での光子の伝搬はもちろんのこと、降着円盤やジェット、円盤上空のコロナにおいて重要
な輻射過程であるシンクロトロン放射、制動放射、コンプトン散乱過程を近似を用いることなく正しく扱うこと
ができる。これにより、電波からX線領域にわたる精緻な輻射スペクトルを計算し、観測と理論の直接比較が可
能となる。本発表では様々なテスト計算結果や、簡単化した流体モデルに本コードを適用して得られた輻射スペ
クトル計算結果を紹介すると共に、今後の展望について議論する。


